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要 旨 高齢の摂食嚥下障害患者に対するリスクマネージメントにおいて，入院時の摂食嚥下
機能を正確にアセスメントすることや摂食嚥下に関する患者情報を職種間や医療チー

ム内で共有することは重要である．管理栄養士は，入院患者をはじめ，重症患者，手術患者およ
び栄養障害患者に対する栄養管理計画において，各職種と連携を図りながら食事摂取状況をアセ
スメントして栄養補給経路および食形態等を決定している．リスクマネージメントにおける管理
栄養士の役割としては，施設で提供する食事の形態の整備，チーム医療での管理栄養士の立場か
らの治療に関する提案があげられる．施設における食事の形態の整備では，嚥下調整食の段階分
類を示した嚥下調整食分類に準じた食事が提供できる体制を整備するとともに，患者個々の摂食
嚥下機能に適した食形態の食事を提供することによって，誤嚥性肺炎および窒息の防止だけでは
なく，低栄養の改善や栄養状態の維持にもつながる．チーム医療での管理栄養士の役割としては，
摂食嚥下支援チームや栄養サポートチーム等のチーム医療の中で，診療全体に関する情報を理解
して多職種で患者情報を共有しながら，管理栄養士の立場から摂食嚥下障害患者に対して個々の
病態や症状等に合わせた栄養管理に関する提案能力が求められる．
　高齢患者は，摂食嚥下障害のリスクは高く，数日間の絶食でも廃用が進行して摂食嚥下機能が
低下して摂食嚥下障害を発症する場合や通常の食事量が摂取できない場合がある．高齢患者に対
する正確な摂食嚥下機能の評価，摂食嚥下機能等の変化に関する情報共有，美味しく安全に食べ
られて必要な栄養素を補給できる食事の提供は重要であり，これらを踏まえたリスクマネージメ
ントを実施することが，誤嚥性肺炎および窒息を防止し，さらには低栄養およびサルコペニアの
予防にもなり，高齢の摂食嚥下障害患者の安全管理につながると考えられる．
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